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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　外側導体部（１２）と、内側導体部（１４）と、同軸プラグコネクタに装着する第１端
（１８）と、特に同軸ケーブルまたは印刷回路基板に接続する前記第１端（１８）に対向
する第２端（２０）と、電気的・機械的基準面（１６）とを備え、前記同軸ケーブルまた
は前記印刷回路基板が前記第２端（２０）に接続したときに、前記内側導体部（１４）が
前記同軸ケーブル又は前記印刷回路基板によって前記外側導体部（１２）内部の所定位置
に保持され、それによって同軸ブッシングコネクタ（１０）の前記第１端（１８）と電気
的・機械的基準面（１６）の間の外側導体部（１２）がＢＮＣ規格に適合する同軸ブッシ
ングコネクタ（１０）で、少なくとも、一方の前記電気的・機械的基準面（１６）と他方
の前記同軸ブッシングコネクタ（１０）の前記第２端（２０）の間では、前記内側導体部
（１４）と前記外側導体部（１２）がその間の少なくとも１つの所定の区間に７ｍｍの同
軸線路を形成し、前記外側導体部（１２）の外側導体（２４）の内径を、同軸プラグコネ
クタ（３０）が前記同軸ブッシングコネクタ（１０）に差し込まれたときに、前記同軸プ
ラグコネクタ（３０）の外側導体部（３２）の外側導体（４２）が前記同軸ブッシングコ
ネクタ（１０）の前記外側導体部（１２）の外側導体（２４）の内部に挿入され、前記同
軸プラグコネクタ（３０）の前記外側導体部（３２）と前記同軸ブッシングコネクタ（１
０）の前記外側導体部（１２）とが補完される径とし、前記内側導体部（１４）の内側導
体（２６）の外径を３．０５ｍｍとして、前記内側導体と前記外側導体の間に誘電体とし
て空気を存在させることを特徴とする同軸ブッシングコネクタ。
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【請求項２】
　前記内側導体部（１４）の前記同軸ブッシングコネクタ（１０）の前記第１端（１８）
に内側導体ブッシング（２２）を配設し、前記内側導体部（１４）の前記ブッシングを軸
方向に変位可能にすることによって、前記内側導体ブッシング（２２）と前記内側導体部
（１４）の間にばねを配設して、前記ばねが前記同軸ブッシングコネクタ（１０）の前記
第１端（１８）の方向に力を及ぼせるようにすることを特徴とする請求項１に記載の同軸
ブッシングコネクタ（１０）。
【請求項３】
　前記同軸ブッシングコネクタ（１０）の前記第１端（１８）の前記内側導体部（１４）
を中空円筒部として構成し、前記内側導体ブッシング（２２）が前記中空円筒部を軸方向
に通過するように配設されることを特徴とする請求項２に記載の同軸ブッシングコネクタ
（１０）。
【請求項４】
　前記内側導体ブッシング（２２）の内径がＢＮＣ規格に適合することを特徴とする請求
項２または３に記載の同軸ブッシングコネクタ（１０）。
【請求項５】
　ＢＮＣ規格に適合する外側導体部（３２）と、内側導体部（３４）と、上記請求項の少
なくとも１つに記載の同軸ブッシングコネクタ（１０）に装着する第１端（３８）と、同
軸ケーブルまたは印刷回路基板に接続され、前記第１端（３８）に対向する第２端（４０
）とを備え、前記同軸ケーブルまたは前記印刷回路基板が前記第２端（４０）に接続した
ときに、前記内側導体部（３４）が前記同軸ケーブル又は前記印刷回路基板によって前記
外側導体部（３２）内部の所定位置に保持される同軸プラグコネクタ（３０）で、前記同
軸プラグコネクタ（３０）を前記同軸ブッシングコネクタ（１０）に差し込んだときに、
前記同軸プラグコネクタ（３０）の前記内側導体部（３４）と前記外側導体部（３２）は
、前記同軸ブッシングコネクタ（１０）の外側導体部（１２）及び内側導体部（１４）と
を補完して、少なくとも前記電気的・機械的基準面（１６）と前記同軸ブッシングコネク
タ（１０）の前記第１端（１８）の間の領域に、７ｍｍの同軸線路が形成できるようにし
、前記外側導体部（３２）の外側導体（４２）の１つの内径を７ｍｍとし、前記内側導体
部（３４）の内側導体（４４）の外径を３．０５ｍｍとして、前記内側導体と前記外側導
体の間に誘電体として空気を存在させることを特徴とする同軸プラグコネクタ（３０）。
【請求項６】
　前記同軸プラグコネクタ（３０）の前記内側導体部（３４）と前記外側導体部（３２）
はさらに、前記同軸プラグコネクタ（３０）を前記同軸ブッシングコネクタ（１０）に差
し込んだときに、前記同軸ブッシングコネクタ（１０）の前記電気的・機械的基準面（１
６）から、前記同軸ブッシングコネクタ（１０）の反対側の前記同軸プラグコネクタ（３
０）の端部までの軸方向の長さ全長にわたって７ｍｍの同軸線路を形成するように構成す
る、請求項５に記載の同軸プラグコネクタ（３０）。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、外側導体部と、内側導体部と、同軸プラグコネクタを装着する第１端と、特
に同軸ケーブルまたは印刷回路基板に接続する第１端に対向する位置にある端部と、電気
的・機械的基準面とを有し、同軸ブッシングコネクタの第１端と電気的・機械的基準面の
間の外側導体部が請求項１の上位概念に従うＢＮＣ規格に適合する同軸ブッシングコネク
タに関係する。本発明はさらに、外側コネクタ部と内側コネクタ部とを備え、外側導体部
が請求項５の上位概念に従うＢＮＣ規格に適合する、前記同軸ブッシングコネクタに接続
する同軸プラグコネクタに関係する。
【背景技術】
【０００２】
　例えば、ＤＥ　１０３　０６　０５３　Ａ１に開示されるＢＮＣコネクタ（バヨネット
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・ネイビー・コネクタ）はＨＦ（高周波）接続用として周知であり、その寸法が予め定義
されるＢＮＣ規格に適合している。ＢＮＣコネクタの特別な利点はその容易な適応性にあ
る。ＢＮＣプラグをＢＮＣブッシングに差し込んで、四分の一回転するだけで電気的にも
機械的にも接続される。しかしながら、この単純な操作は限られた電気特性にも関連する
。それ故に、ＨＦアプリケーションでの伝送帯域幅は約３ＧＨｚに制限される。例えば、
ネットワークアナライザまたは高周波オシロスコープなどの精密測定工学では、信号入力
側及び信号出力側のプラグコネクタは２０ＧＨｚまでの帯域幅にする必要がある。そのた
めに、これまでは電気特性に関する要求事項を満たすために、測定時、精密測定器の入力
側に特別なプラグコネクタを装備していた。
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００３】
　しかしながら、ＢＮＣコネクタを使用する測定精度に関する要求事項がより低いアプリ
ケーションに費用効率の高い測定器を使用したい場合、今までは、測定用ブッシングに、
ＢＮＣコネクタの費用効率の高い測定器への接続を精密測定器の特殊な測定用ブッシング
に適合させるための高価な取替え部品が必要であった。
【０００４】
　本発明は、コネクタを万能に使用できるようにし、電気特性に関する要求事項が高い高
精度測定器にも、電気特性に関する要求事項がより低い従来の測定器にも使え、高価なア
ダプタを必要としない前述のタイプの同軸ブッシングコネクタまたは同軸プラグコネクタ
の改良を提案する。
【課題を解決するための手段】
【０００５】
　この提案は本発明により、請求項１に記載される特徴を有する前述のタイプの同軸ブッ
シングコネクタと、請求項５に記載される特徴を有する前述のタイプの同軸プラグコネク
タによって実現する。本発明の有利な実施例は付属の請求項に記載する。
【０００６】
　前述のタイプの同軸ブッシングコネクタに関し、本発明の提案は、少なくとも、一方の
電気的・機械的基準面と、他方の同軸ブッシングコネクタの第２端との間で、内側導体部
と外側導体部がその間の少なくとも１つの所定の区間に７ｍｍの同軸線路を形成し、外側
導体部の外側導体の内径を７ｍｍとし、内側導体部の内側導体の外径を３．０５ｍｍとし
て、内側導体と外側導体の間に誘電体として空気を存在させることである。このことは、
従来のＢＮＣプラグに加えて、本発明による同軸ブッシングコネクタと併せて高周波用の
高い伝送帯域幅を提供する専用の同軸プラグコネクタにも装着できるＢＮＣ適合型同軸ブ
ッシングコネクタを利用できるという利点がある。すなわち、新規な同軸ブッシングコネ
クタは、より帯域幅の低い従来のＢＮＣプラグに関するアプリケーションでより低い伝送
帯域幅で十分な場合には下位互換性がある、ＨＦ伝送に関し高品質なコネクタを意味する
。７ｍｍの同軸線路を使って、同軸ブッシングコネクタは高精度のＨＦ線路を有し、これ
を適切な同軸プラグコネクタと組み合わせると、２０ＧＨｚまでのＨＦ信号用の高伝送帯
域幅をもつ電気的な品質の高いプラグ接続を提供し、同時に、使用できる７ｍｍ同軸線路
には対応する測定用標準品が利用できる。
【０００７】
　内側導体ブッシングを内側導体部の第１端に配設し、内部導体部に対して軸方向に変位
可能とし、また内部導体ブッシングと内部導体部の間にばねを配設することによって前記
ばねが内部導体ブッシングに同軸ブッシングコネクタの第１端の方向にむけて力が及ぶよ
うにすることで、内部導体との良好な電気的接続と同時に障害のない差し込みが得られる
。
【０００８】
　好適な実施例では、内側導体部を同軸ブッシングコネクタの第１端に構成するとともに
、内側導体ブッシングをこの中空円筒部に軸方向に配設する。
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【０００９】
　特に有利な態様では、内側導体ブッシングの内径がＢＮＣ規格に適合する。
【００１０】
　前述のタイプの同軸プラグコネクタに関し、本発明は、同軸プラグコネクタの内側導体
部と外側導体部を、同軸プラグコネクタを同軸ブッシングコネクタに差し込んだときに、
これら同軸プラグコネクタの内側導体部と外側導体部が、同軸ブッシングコネクタの外側
導体部及び内側導体部を補完するように構成することによって、少なくとも電気的・機械
的基準面と同軸ブッシングコネクタの第１端の間の領域に、７ｍｍの同軸線路を形成し、
外側導体部の外側導体の内径を７ｍｍとし、内側導体部の内側導体の外径を３．０５ｍｍ
として、内側導体と外側導体の間に誘電体として空気を存在させることである。
【００１１】
　このことは、２０ＧＨｚまでのＨＦ信号用の高伝送帯域幅に対して特に優れた電気特性
をもつＨＦプラグ接続が利用できるという利点がある。同軸線路が７ｍｍであるため、今
までの測定用標準品が使用できる。
【００１２】
　ある好適な実施例では、同軸プラグコネクタの内側導体部と外側導体部はさらに、同軸
プラグコネクタを同軸ブッシングコネクタに差し込んだときに、それらが、同軸ブッシン
グコネクタの反対側の同軸プラグコネクタの端部まで、同軸ブッシングコネクタの電気的
・機械的基準面の軸方向の全長にわたって、７ｍｍの同軸線路を形成するように構成され
ている。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１３】
　本発明を図面を参照しながら詳細に説明する。
【００１４】
　図１および２に図示する同軸ブッシングコネクタ１０の好適な実施例は、外側導体部１
２と、内側導体部１４と、電気的・機械的基準面１６と、同軸プラグコネクタ（以下詳細
に説明する）に装着する第１端１８と、第１端１８に対向して配設され、同軸ケーブルま
たは印刷回路基板（図示せず）に接続する第２端２０とを備える。内側導体部１４は、第
１端１８に、内側導体部２２を軸方向に差し込む中空円筒部として構成する。さらに、内
側導体部１４の中空円筒部に、内側導体部２２に第１端１８の方向の力を及ぼす巻きばね
を配設する。
【００１５】
　同軸ブッシングコネクタ１０の第１端１８と電気的・機械的基準面１６との間の外側導
体部１２の部分は、ＢＮＣ規格に従い構成する。同軸ブッシングコネクタ１０の電気的・
機械的基準面１６と第２端２０との間では、外側導体部１２と内側導体部１４はその間に
いわゆる７ｍｍの同軸線路を形成する。この７ｍｍの同軸線路の場合、外側導体部１２の
外側導体２４の内径を７ｍｍとし、内側導体部１４の内側導体２６の外径を３．０５ｍｍ
として、内側導体２６と外側導体２４の間に誘電体として空気を存在させる。この結果、
ＨＦ線路は５０Ωの波動抵抗をもつ。同軸ブッシングコネクタ１０の電気的・機械的基準
面１６と端部１８との間の領域に、内側導体２６は７ｍｍの同軸線路の領域と同一の外径
を有し、外側導体２４はそれより大きな内径を有する。
【００１６】
　図１および２に図示する本発明による同軸プラグコネクタ３０の好適な実施例は、外側
導体部３２と、内側導体部３４と、前述した同軸ブッシングコネクタ１０に装着する第１
端３８と、第１端３８に対向する位置にあり、特に同軸ケーブルまたは印刷回路基板（図
示せず）に接続する第２端４０とを備える。同軸プラグコネクタ３０の外側導体部３２は
ＢＮＣ規格に従って構成して、同軸ブッシングコネクタ１０の外側導体部１２の周知のバ
ヨネット式締結具に接続できるようにする。同軸プラグコネクタ３０の外側導体部３２は
外側導体４２とバヨネット式ブッシング４６を含み、同軸プラグコネクタ３０の内側導体
部３４は内側導体４４を備える。
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　同軸ブッシングコネクタ１０の電気的・機械的基準面１６と第１端１８の間の領域に、
７ｍｍの同軸線路に比べて大きい同軸ブッシングコネクタ１０の外側導体２４の内径を使
用して、同軸プラグコネクタ３０の外側導体４２を差込状態で受け、同軸プラグコネクタ
３０の外側導体４２の内径が、内側導体２６または同軸ブッシングコネクタ１０と合わせ
て、同軸ブッシングコネクタ１０の電気的・機械的基準面１６と第１端１８の間の領域に
も７ｍｍの同軸線路を形成し、前記同軸線路が同軸ブッシングコネクタ１０の電気的・機
械的基準面１６と第２端２０の間に同軸ブッシングコネクタ１０の７ｍｍの同軸線路に継
ぎ目なく接続できるように構成する。また、同軸プラグコネクタ３０の外側導体４２と内
側導体４４を、差し込まれた状態で、それらが前記７ｍｍの同軸線路に沿って、同軸ブッ
シングコネクタ１０の第１端１８から同軸プラグコネクタ３０の第２端４０まで延伸して
続くように構成する。結局、この結果、本発明による同軸ブッシングコネクタ１０と同軸
プラグコネクタ３０を互いに差し込んだときに、プラグ接続がその全長にわたり７ｍｍの
同軸線路を形成することになる。
【００１８】
　図３および４は、図１および２の本発明の同軸ブッシングコネクタ１０、および従来の
ＢＮＣプラグ５０を示す。図３および４で分かるように、この従来のＢＮＣプラグ５０も
、本発明による同軸ブッシングコネクタ１０に差し込める。このプラグ接続は図２に表す
プラグ接続の良好な電気特性をもっているのではなく、図３および４に表すＢＮＣプラグ
５０はＨＦ信号伝送用の帯域幅などの電気伝送特性に関する要求事項が低いアプリケーシ
ョンにのみ使うことは明らかである。
【００１９】
　実際のアプリケーションでは、本発明による同軸ブッシングコネクタ１０は、例えば、
測定器のテストポートに実装される。実施する測定作業や電気特性に関する最終的な要求
事項によるが、プラグ接続時に電気特性に関する要求事項が高い（高帯域幅の）場合には
本発明の同軸プラグコネクタ３０が使用され、電気特性に関する要求事項がより低い（低
帯域幅の）場合には従来のＢＮＣプラグ５０が使用される。従って、従来のＢＮＣプラグ
５０の場合、本発明による同軸ブッシングコネクタ１０に追加の取替え面は必要なく、追
加器具によって適合させずとも、従来のＢＮＣプラグ５０を本発明による同軸ブッシング
コネクタ１０に直接装着できることはすぐに明らかである。
【図面の簡単な説明】
【００２０】
【図１】本発明による同軸ブッシングコネクタと同軸プラグコネクタの好適な実施例の差
し込んでいない状態の断面図である。
【図２】図１よる同軸ブッシングコネクタと同軸プラグコネクタを互いに差し込んだ状態
の断面図である。
【図３】従来のＢＮＣプラグと同軸ブッシングコネクタの好適な実施例の差し込んでいな
い状態の断面図である。
【図４】図３による従来のＢＮＣプラグと同軸ブッシングコネクタを互いに差し込んだ状
態の断面図である。
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